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ちきゅうをまもるために、にんげんができることは「ちいさくなること」かもしれませ
ん。もしわたしたちがちいさくなれば、しぜんのめぐみともっとちかくでつながり、こ
んちゅうたちとともにくらすみらいをえらぶことができます。わたしのえがくみらいの
キッチンは、まっかなチューリップのはなのなかにあります。そこでは、アリやテント
ウムシなどのなかまたちがじゆうにあつまり、しょくじをたのしみます。キッチンはリ
サイクルそざいのステンレスでつくられ、しぜんエネルギーがもちいられ、しょくひん
ロスをへらすレシピのほんがならびます。りょうりには、じぶんでそだてたしゅんのや
さい、たべられるはなやきのこをつかいます。このみらいのキッチンは、ちきゅうとに
んげんとしぜんのちょうわのばしょです。なかまとアイデアをわかちあいながら、しぜ
んをからだじゅうでかんじられるくうかんになっています。




